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要点 7

変化の割合＝

関数 2 について，xの値が次のように増加するときの変化の割合を求めなさい。① y＝ x2

から1 3・ まで

2 1 8×（ ）＋ 3 ＝

変化の割合＝

から 2・ まで

2 －4×（ ）＋ 2 ＝

－4

－4

関数 について，xの値が 1 から 3 まで増加するときの変化の割合が等しい

関数・ y＝ax2 の変化の割合は，a×（1＋3）＝ 4a

１次関数・ y＝2x－1 の変化の割合は，いつも一定で2

4a＝2

a＝
1
2

y＝ax2 と y＝2x－1

とき，aの値を求めなさい。

要点 8

関数 a について，xの値が② y＝ x2 から1 4 まで増加するときの変化の割合が15 であるとき，

aの値を求めなさい。

変化の割合＝ a 5a×（ ）＋ 4 ＝1 5a＝15

a＝3
公式にあてはめて変化の割合を表し，方程式を解く。

■

Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２

88

変化の割合とは，xの値が1ずつ増加したと

きの yの増加量のことで，関数 y＝ ax2 の

変化の割合は一定ではない。

変化の割合の公式

関数 y＝ ax2 で，xの値が●から▲まで

増加するとき，

変化の割合＝ a（●＋▲）変化の割合＝
yの増加量

xの増加量

１次関数 y＝ ax＋ b

変化の割合はいつも一定で，

aに等しい。

関数 y＝ ax2

xの値が●から▲まで

増加するとき，

変化の割合＝ a（●＋▲）

変化の割合は直線の

傾き

変化の割合は，2点
（1，2），（3，18）を
通る直線の傾きを表

している。

y＝2x2



次の問いに答えなさい。

（ 1 ） 関数 について，xの値が次のように増加するときの変化の割合を求めなさい。y＝2x2

①

（ 2 ）

（ 3 ） 関数 について，xの値が次のように増加するときの変化の割合を求めなさい。y＝－x2

① 2から 5まで ② － 1から 3まで

関数 について，xの値が次のように増加するときの変化の割合を求めなさい。x2y＝
1
2

① 2から 4まで ② － 3から－ 1まで

1から 4まで ② － 3から 2まで

（ 2 ） 関数 について，xの値が 2から 4まで増加するときの変化の割合が－3であるとy＝ax2

き，aの値を求めなさい。

次の問いに答えなさい。

（ 1 ） 関数 について，xの値が1から3まで増加するときの変化の割合が4であるとき，y＝ax2

aの値を求めなさい。

関数 y＝ax２と y＝４x＋５について，xの値が－１から３まで増加するときの変化の割合が等し

いとき，aの値を求めなさい。

Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２

89



（ 1 ）

x の変域に注意して，次の関数の簡単なグラフをかき，yの変域を求めなさい。

（ 1 ） （ 2 ）

x≦0の範囲では，xの値が増加するにつれて，yの値は

つれて，yの値は する。

xがどんな値をとっても，つねに y 0である。

し，x≧0の範囲では，xの値が増加するに

x＝0のとき，yの値は となる。（ 2 ）

（ 3 ）

右の図は，関数 y＝－x 2 のグラフである。これを利用して，

x の変域が次のようなとき，yの変域を求めなさい。

1≦x≦2 －2≦x≦1

y＝x2　（－3≦x≦1）（ 1 ） （ 2 ） y＝－2x2　（－1≦x≦2）

x2　（－3≦x≦6）（ 3 ） （ 4 ） y＝－x2　（1≦x≦4）
1
3

y＝

関数 y＝３x 2 について，次の   にあてはまることばや記号を書きなさい。

Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２
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y＝3x2

y＝－x2



次の問いに答えなさい。

（ 1 ） 関数 について，xの値が次のように増加するときの変化の割合を求めなさい。y＝x2

（ 2 ）

① 1から 3まで ② － 4から 2まで

関数 について，xの値が次のように増加するときの変化の割合を求めなさい。y＝3x2

① － 1から 5まで ② － 4から－ 2まで

（ 3 ）

（ 4 ） 関数 について，xの値が次のように増加するときの変化の割合を求めなさい。y＝－2x2

① － 2から 3まで ② － 4から 1まで

関数 y＝ax２と y＝－２x＋１について，xの値が－１から３まで増加するときの変化の割合が

等しいとき，aの値を求めなさい。

関数 について，xの値が次のように増加するときの変化の割合を求めなさい。x2y＝
1
4

① 1から 7まで ② － 6から 2まで

次の問いに答えなさい。

（ 1 ） 関数 について，xの値が－ 1から 3まで増加するときの変化の割合が 6であy＝ax2

るとき，aの値を求めなさい。

（ 2 ） 関数 について，xの値が 2から 6まで増加するときの変化の割合が－ 2であy＝ax2

るとき，aの値を求めなさい。

Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２
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要点 9
自動車にブレーキをかけるとき，ブレーキがきき始めてから

停止するまでの距離を制
せい

動
どう

距離といい，その距離は自動車の

速さの２乗に比例する。

① yを xの式で表しなさい。

＝a×

■ ある自動車は，時速 20 kmで走っているときの制動距離が 4 mになった。時速 x kmで走って

いるときの制動距離を y mとするとき，次の問いに答えなさい。

20y＝ax2 に x＝ ，

して，4 20
2

400a＝4

a＝
1
100

y＝
1
100

x2

② 時速 40 kmで走っているときの制動距離を

求めなさい。

に x＝x2y＝
1
100

40 を代入して，

×y＝
1
100

40
2
＝

1
100

＝ 16

16答え m

③ 制動距離が mになるのは，時速何 kmで

走っているときか求めなさい。

「yは xの２乗に比例する」とき，まず y＝ ax２

と表そう。次に，問題文から x，yの値を見つけ，
式に代入すれば比例定数 aが求まる。

9

に y＝x2y＝
1
100

を代入して，9

x2＝

x2＝900

x＝±30 30答え km時速

■ 物体を空中で落とすとき，落とし始めてからの時間を x秒，落ちた距離を y mとすると，

1
100

×1600

の関係があった。このとき， 秒後から2 4 秒後までの平均の速さを求めなさい。

5 2 30×（ ）＋ 4 ＝

要点 10

30答え m秒速

関数 y＝ax２で，x の値が●から▲まで増
加するとき，変化の割合＝ a（●＋▲）

4y＝ を代入

9

5y＝ x2

Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２
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進んだ道のり

かかった時間
平均の速さ＝ ＝変化の割合



走っている自動車にブレーキをかけるとき，ブレーキがきき始めてから停止するまでの制動距離

は，速さの２乗に比例する。ある自動車は，時速４０kmで走っているときの制動距離が２０mになっ

た。時速 x kmで走っているときの制動距離を y mとするとき，次の問いに答えなさい。

（ 1 ） yを xの式で表しなさい。

（ 3 ）

（ 2 ） ボールが 27m転がるのは，転がり始めてから何秒後か求めなさい。

転がり始めて，2秒後から 5秒後までの平均の速さを求めなさい。

ボールがある斜面を転がるとき，転がり始めてからの時間を x秒，転がった距離を y mとすると，

y＝３x２の関係があった。このとき，次の問いに答えなさい。

（ 1 ） 転がり始めてから2秒後までに，ボールは何m転がるか求めなさい。

（ 3 ）

（ 2 ） この自動車が時速60 kmで走っているときの制動距離を求めなさい。

この自動車の制動距離が5mになるのは，時速何 kmで走っているときか求めなさい。

Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２
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x＝－1，3

要点 11
グラフの問題は，わかっている値を代入して解くのがポイント！

① aの値を求めなさい。

■ 右の図のように，関数

42 に x＝x2y＝ を代入して，

のグラフ上に，2 点Ａ

に x＝

y＝ax2 （ ）

Ｂ（4，8 ）

，Ｂ

があり，点Ｂの x座標は である。このとき，次の問いに答えなさい。

y＝ax2 －2 ，y＝

を代入して，

a＝

4a＝2

－2 ）
2

（2＝a×

1
2

② 点Ｂの座標を求めなさい。

1
2

y＝
1
2

8× ＝

③ 2 点Ａ，Ｂを通る直線の式を求めなさい。

，

・ y＝x＋ b求める直線の式を

2＝－2＋ b

y＝x＋4

Ａ（－2，2）・ Ｂ（4，8）を通る直線の傾きは，
8－2

4－（－2）
＝
6
6
1＝

とし，x＝－2，y＝2を代入して，

b＝4

■ 放物線 の交点の座標を求めなさい。y＝2x＋3y＝x2と直線

要点 12

連立方程式
y＝x2

y＝2x＋3
yを消去して x2＝2x＋3 を解く。

（x＋1）（x－3）＝0

・x2－2x－3＝0 ・ y＝x2 に を代入して，x＝－1 y＝ ＝（－1）
2
1

・ y＝x2 に を代入して，x＝3 y＝ ＝ 932

（－1，1），（3，9）

直線の傾き

直線の式は y＝ ax＋ b

（aは傾き，bは切片）

y＝2x＋3

y＝x2

y＝ax2

4
2

－2 2，

4Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２

94



右の図のように，関数 y＝ax 2 のグラフ上に，２点 A，B（２，１）があり，

点 Aの x座標は－６である。このとき，次の問いに答えなさい。

（ 1 ） aの値を求めなさい。

右の図のように，関数 y＝x 2 と y＝x＋６が２点 A，Bで交わっている。

x座標が負であるものを A，正であるものを Bとして，２点 A，Bの

座標を求めなさい。

右の図のように，関数 y＝x 2 のグラフ上に，２点 A，Bがある。A，

Bの x座標がそれぞれ－２，４であるとき，２点 A，Bを通る直線の式

を求めなさい。

（ 3 ） 2点Ａ，Ｂを通る直線の式を求めなさい。

（ 2 ） 点Ａの座標を求めなさい。

y＝ax2

Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２
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y＝x2

y＝x2

y＝x＋6



要点 13

■ 次の図で△ＯＡＢの面積を求めなさい。

2右の図より，△ＯＡＢ＝ 3 × ×
1
2
＝3

底辺 高さ

③ △ＯＡＢの面積を求めなさい。

② 2 点Ａ，Ｂを通る直線の式を求めなさい。

4＝2＋ b

・点Ａの y座標は，y＝x2 に x＝ －1 を代入して， －1 ）
2

（ 1y＝ ＝

，Ａ（－1，1） Ｂ（2，4）
4－1

2－（－1）
＝
3
3
1＝を通る直線の傾きは，・

・求める直線の式を y＝x＋ b とし，x＝2，y＝4を代入して，

b＝2 y＝x＋2

① aの値を求めなさい。

に x＝y＝ax2 ，y＝ を代入して，42 4 2
2

＝a×

4a＝4

a＝1

■ 右の図のように，関数 のグラフ上に，2 点Ａ，Ｂy＝ax2 （ ）
あり，点Ａの x座標は である。このとき，次の問いに答えなさい。

底辺 高さ

△ＯＡＢ＝・ 24× ×
1
2
＝4

y＝ax2

が2 4，

－1

Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２
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△ＯＡＢ＝（Ａ，Ｂの x座標の絶対値の和）×ＯＣ×
１

２
点Ｃは直線ＡＢの切片のこと。2点Ａ，
Ｂの x座標と，直線ＡＢの切片がわ

かれば，△ＯＡＢの面積を求めるこ

とができる。



（ 1 ）

次の図で，△OABの面積を求めなさい。

（ 2 ）

（ 3 ）

右の図のように，関数 y＝x 2 と y＝－x＋６が２点 A，Bで交わっ

ている。このとき，△OABの面積を求めなさい。

△ＯＡＢの面積を求めなさい。

（ 1 ）

（ 2 ） 2点Ａ，Ｂを通る直線の式を求めなさい。

aの値を求めなさい。

右の図のように，関数 y＝ax 2 のグラフ上に，２点 A（－３，３），

Bがあり，点 Bの x座標は６である。このとき，次の問いに答え

なさい。

y＝ax2

Ⅳ 

関
数y

＝a
x
２
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y＝x2

y＝－x＋6


